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健康に生きる時間を、もっと長く
自分らしい未来をつくる科学

  それが、アンチエイジング医学。
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あなたの専門性に、新しい視点を
学ぶことで、医療が変わる。つながることで、可能性が広がる

知の融合が、新しい未来の医療を創る
AGING SCIENCE の力を結集し、すべての人がより長く、より健やかに、自分らしく生きられる社会へ

世界とつながり、未来を拓く

あなたが、

日本抗加齢医学会で
できること。

日本抗加齢医学会とは

老化に立ち向かう知識と人がつながり、
あなたの専門性を広げ、未来の医療 をつくります。

専門領域から全身へ。
全体論的（holistic）に捉え、横断的な取り組みで
シナジー効果を生み出す。

日本抗加齢医学会は、
多様な専門分野と職種が垣根を越えて連携し、
老化の本質を科学的に解明しなから、
一人ひとりの健康寿命の延伸を目指します。

長寿の研究を通じて、世界の研究者とつながり、
知を共有し、未来の医療を共に創造します。

アンチエイジング医学を
学べる
基礎から臨床まで、体系的に学ぶ
老化研究の最前線から、予防・治療・再
生医療まで、アンチエイジング医学を体
系的に学ぶことができます。基礎から
臨床まで幅広い知識が身につきます。

専門領域を超えて
つながれる
多職種・多領域が交わる
医師・歯科医師・研究者・メディカルス
タッフなど、さまさまな専門性が交わ
る場。異なる視点が、新しい発見や価
値を生み出します。

学びを臨床に
活かせる
予防・未病・先進医療・健康長寿
研究で得られた知識を、日々の診療や
健康支援に活かし、「治療する医療」
から「健康に生きる時間を延ばす医
療」へつなげます。

多領域・多職種の連携
医師・歯科医師・薬剤師・看護師・管理
栄養士・研究者などが結集し、チーム
医療と研究を推進

科学的根拠に基づく実践
基礎研究から臨床・社会実装までエビ
デンスを重視し、確かな知見をもとに
医療の質を高めます。

社会への還元
予防・医療・QOL向上を通じて、持続
可能な健康長寿社会の実現に貢献し
ます。

教育・人材育成
専門医・指導士制度や充実した研修プ
ログラムで、次世代を担う専門家を育
成します。

国際学会・研究機関との連携
世界の研究者・医療者との交流を
通じて、最先端の知見を共有しま
す。

イノベーションの創出

最新技術やデータサイエンス・AIを活
用し老化抑制や新たな治療・予防法の
開発をリードします。

産学官との連携

企業・アカデミア・行政との連携によ
り、研究成果を社会へスピーディに展
開します。

学びをキャリアに
つなげられる
専門医・指導士認定制度
体系的に学び、専門性を高め、日本抗
加齢医学会の認定制が、あなたのキャ
リアを支えます。

全国の仲間と
活動できる
学術集会・講習会・地域活動

学術集会 講習会 地域活動

全国に広がる会員とのネットワーク。
学び、語り、つながることで、新しい活
動が生まれます。

日本の健康長寿を
一緒につくる
研究から社会実装へ
研究成果を、社会の健康へ。
一人ひとりが健康に生きる時間を延ば
す未来を共につくります。
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日本抗加齢医学会の強み

長寿地域研究のネットワーク
世界の長寿地域と連携し、環境・
生活習慣・遺伝要因などの研究を
推進します。

グローバルな課題解決へ
超高齢社会という世界共通の課題
に、協働で立ち向かいます。

学会の強み

多領域・多職種連携で挑む、
抗加齢医療の研究と実践

健康に生きる時間を延ばす
予防・医療・QOL向上を続合し、より長く、
より健やかに、自分らしく生きる社会の実現へ

2
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　女性の健康は，思春期から性成熟期，妊娠・出産，更年期，そして閉経後へと，女性ホルモンの大きな変化とともに移り変わ

る。これまで婦人科診療では，それぞれのライフステージに生じる疾患や症状に対して，その時点で対応することが中心であっ

た。しかし近年，若年期の婦人科疾患や妊娠・出産における健康状態が，中高年期以降の生活習慣病や心血管疾患，骨粗鬆症な

どの発症と関連することが明らかになり，女性の健康を生涯にわたる一つの連続したライフコースとして捉えることの重要性が

認識されるようになっている。本特集では，「女性疾患とアンチエイジングのライフロングアプローチ」と題し，女性の健康を

長期的な時間軸から考えるための最新の知見を，４名の先生方にご解説いただいた。

　まず，小川真里子先生には「若年期における婦人科疾患の中高年期への影響」をご執筆いただいた。多嚢胞性卵巣症候群（PCOS）

は，月経異常や不妊だけでなく，インスリン抵抗性や代謝異常を背景として，将来の糖尿病や心血管疾患などとも関連すること

が知られている。このためPolyendocrine Metabolic Ovarian Syndrome（PMOS）への名称変更が検討されている。また，月経

前症候群（PMS）や月経前不快気分障害（PMDD）などの月経前障害も，早期閉経や更年期症状のリスクと関連することが示

されてきた。若年期の婦人科疾患を，その時点だけの問題ではなく，将来の健康を見据えて診療する視点が重要である。

　続いて，瀬山貴博先生による「妊娠・出産から考える女性の健康寿命」では，妊娠高血圧症候群，妊娠糖尿病，早産などの妊

娠合併症が，その後の心血管疾患や代謝疾患のリスクと関連することが解説されている。妊娠は，女性がもつ潜在的な健康リス

クを顕在化させる一種の「ストレステスト」と捉えることができる。一方で，産後の体重管理や運動，授乳などの生活習慣への

介入によって，その後の健康リスクを低減できる可能性もある。妊娠・出産を将来の健康管理につなげることは，女性の健康寿

命延伸における重要な機会である。
　寺内公一先生には「更年期女性の診療と健康長寿」をご執筆いただいた。女性は閉経後，長期間にわたりエストロゲン欠乏状

態で生活をする。閉経移行期にはエストロゲンの「ゆらぎ」に伴って血管運動神経症状や精神症状が生じる一方，閉経後の持続

的なエストロゲン欠乏は，心血管疾患，骨粗鬆症，認知症などのリスク上昇と関連する。更年期診療では，現在の症状への対応

とともに，その後の慢性疾患を予防する長期的な視点が求められる。

　最後に，可世木華子先生・市川雅男先生による「女性の健康長寿を骨盤底から支える：PFMTを土台とした個別化治療と未来

のアンチエイジング」では，骨盤底のエイジングに焦点が当てられている。骨盤臓器脱や腹圧性尿失禁は，外出や運動を妨げる

ことで活動量を低下させ，女性のQOLや健康寿命に大きな影響を及ぼす。骨盤底筋トレーニング（PFMT）を治療の土台とし，

ペッサリーや手術療法などを患者一人ひとりの症状やライフスタイルに応じて選択する個別化医療の重要性が示されている。

　本特集を通じて，女性の健康課題は，それぞれのライフステージで独立して存在するものではなく，時間軸の中で互いにつな

がっていることを再認識していただけると思う。若年期の月経や婦人科疾患，妊娠・出産，更年期，そして閉経後の身体機能の

変化を，将来の健康を予測するサインであると同時に，予防や介入を開始する機会として捉えることが重要で

ある。人生100年時代において，女性の一生を見渡すライフロングなアンチエイジングアプローチが，今後の

女性医療の重要な柱となることを期待している。
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ざします。

褒章制度

最新情報の共有、研究・診療の相談、イ
ベント案内など、会員同士がいつでも
つながれるオンラインコミュニティ。
知識や経験を持ち寄り、共に学び、成
長できる場を提供します。

会員コミュニティサイト
Action！

アンチエイジング医学の専門知識と臨
床実力を備えた医師および医療従事
者を認定します。質の高い医療の提供
と、社会から信頼される専門家の育成
に取り組んでいます。

専門医・指導士
認定制度

基礎から臨床までを体系的に解説した
認定テキスト。
専門医・指導士の学習に必携の一冊と
して、最新の知見をわかりやすく提供し
ます。

最新の研究・臨床・社会動向・学術
情報を発信する、学会誌

国内外の最新研究や臨床報告、総説、
特集などを掲載。
科学的根拠に基づく情報を提供し、研
究者・臨床家の知的好奇心と実践を支
えます。（年6刊発行）

学ぶが、医療を変える 学会の事業・活動

栄養・運動・睡眠・メンタルヘルスから、各臓器・疾患まで、日常診療やヘルスケ
アに活かせる知識を提供します。

アンチエイジング医学の実践

認定テキスト
アンチエイジング医学の
基礎と臨床（第4版）

革新的な挑戦を応援し、
未来の医療・ヘルスケアを創出

長年の功績や顕著な業績を称え、
アンチエイジング医学の発展に寄与

会員同士がつながり、交流が広がる
プラットフォーム

体系的な学びと実践を通じて、
高い専門性を証明

日本抗加齢医学会
専門医・指導士認定証

最新のエビデンスと実践を網羅した、
信頼のスタンダードテキスト

学会誌
アンチエイジング医学
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　女性の健康は，思春期から性成熟期，妊娠・出産，更年期，そして閉経後へと，女性ホルモンの大きな変化とともに移り変わ

る。これまで婦人科診療では，それぞれのライフステージに生じる疾患や症状に対して，その時点で対応することが中心であっ

た。しかし近年，若年期の婦人科疾患や妊娠・出産における健康状態が，中高年期以降の生活習慣病や心血管疾患，骨粗鬆症な

どの発症と関連することが明らかになり，女性の健康を生涯にわたる一つの連続したライフコースとして捉えることの重要性が

認識されるようになっている。本特集では，「女性疾患とアンチエイジングのライフロングアプローチ」と題し，女性の健康を

長期的な時間軸から考えるための最新の知見を，４名の先生方にご解説いただいた。

　まず，小川真里子先生には「若年期における婦人科疾患の中高年期への影響」をご執筆いただいた。多嚢胞性卵巣症候群（PCOS）

は，月経異常や不妊だけでなく，インスリン抵抗性や代謝異常を背景として，将来の糖尿病や心血管疾患などとも関連すること

が知られている。このためPolyendocrine Metabolic Ovarian Syndrome（PMOS）への名称変更が検討されている。また，月経

前症候群（PMS）や月経前不快気分障害（PMDD）などの月経前障害も，早期閉経や更年期症状のリスクと関連することが示

されてきた。若年期の婦人科疾患を，その時点だけの問題ではなく，将来の健康を見据えて診療する視点が重要である。

　続いて，瀬山貴博先生による「妊娠・出産から考える女性の健康寿命」では，妊娠高血圧症候群，妊娠糖尿病，早産などの妊

娠合併症が，その後の心血管疾患や代謝疾患のリスクと関連することが解説されている。妊娠は，女性がもつ潜在的な健康リス

クを顕在化させる一種の「ストレステスト」と捉えることができる。一方で，産後の体重管理や運動，授乳などの生活習慣への

介入によって，その後の健康リスクを低減できる可能性もある。妊娠・出産を将来の健康管理につなげることは，女性の健康寿

命延伸における重要な機会である。
　寺内公一先生には「更年期女性の診療と健康長寿」をご執筆いただいた。女性は閉経後，長期間にわたりエストロゲン欠乏状

態で生活をする。閉経移行期にはエストロゲンの「ゆらぎ」に伴って血管運動神経症状や精神症状が生じる一方，閉経後の持続

的なエストロゲン欠乏は，心血管疾患，骨粗鬆症，認知症などのリスク上昇と関連する。更年期診療では，現在の症状への対応

とともに，その後の慢性疾患を予防する長期的な視点が求められる。

　最後に，可世木華子先生・市川雅男先生による「女性の健康長寿を骨盤底から支える：PFMTを土台とした個別化治療と未来

のアンチエイジング」では，骨盤底のエイジングに焦点が当てられている。骨盤臓器脱や腹圧性尿失禁は，外出や運動を妨げる

ことで活動量を低下させ，女性のQOLや健康寿命に大きな影響を及ぼす。骨盤底筋トレーニング（PFMT）を治療の土台とし，

ペッサリーや手術療法などを患者一人ひとりの症状やライフスタイルに応じて選択する個別化医療の重要性が示されている。

　本特集を通じて，女性の健康課題は，それぞれのライフステージで独立して存在するものではなく，時間軸の中で互いにつな

がっていることを再認識していただけると思う。若年期の月経や婦人科疾患，妊娠・出産，更年期，そして閉経後の身体機能の

変化を，将来の健康を予測するサインであると同時に，予防や介入を開始する機会として捉えることが重要で

ある。人生100年時代において，女性の一生を見渡すライフロングなアンチエイジングアプローチが，今後の

女性医療の重要な柱となることを期待している。

女性疾患とアンチエイジングの
ライフロングアプローチA Lifelong Approach to Women's Health and Anti-Aging

帝京大学臨床研究センター 教授／センター長

東京大学 名誉教授帝京大学 医学部産婦人科学講座 特任教授大須賀 穣

特集にあたって

特集

1 若年期における婦人科疾患の中高年期への影響

2 妊娠・出産から考える女性の健康寿命 3 更年期女性の診療と健康長寿4 女性の健康長寿を骨盤底から支える：PFMTを

土台とした個別化治療と未来のアンチエイジング

世界の老化研究をリードする、Springer Natureとのパートナー
ジャーナルを発行しています。会員の掲載には助成をしています。

体系的な学びの場
講習会・セミナー・学術総会・研究会など、第一線で活躍するの専門家による
最新の知見を体系的に学ぶことができます。

医療・ヘルスケア分野のスタートアップ
やベンチャーを顕彰し、イノベーション
の創出と社会実装を支援します。
次世代を担う起業家・研究者を応援し、
超高齢社会の課題解決に貢献します。

専門医・指導士制度
専門医・指導士の資格取得を通じて、アンチエイジング医学の専門性を高め、社
会から信頼される医療人を育成します。

学術総会・講習会・学会誌
年次総会や各種講習会、学会誌「アンチエイジング医学」や国際ジャーナル
「npj Aging」など、最新のエビデンスに継続的にアクセスできます。

あなたの学びが、未来の健康長寿をつくる
科学的根拠に基づく知識を、明日の医療と社会の健康へ

最前線を学び、実践につなげる
AGING SCIENCEを学び、アンチエイジング医学を実践する
基礎から臨床、予防・治療、QOL向上まで、多彩な教育・学術プログラムで、
あなたの知識とスキルをアップデートし続けます。

私たちは老化を多角的に捉え、その本質に迫るため、世界的に提唱されている
「老化の14の特徴」研究・教育の重要な基盤としています。

老化の14の特徴
（Hallmarks of Aging）を学び、
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UPDATE
最新に触れる

多彩な事業を通じて、研究・教育・実践・交流を支え、
健康長寿社会の実現に貢献

未来の健康長寿社会を実現するために、
日本抗加齢医学会は多彩な事業を展開しています
研究の推進、次世代の育成、情報の発備、そして会員同士のつながりを通じて、
アンチエイジング医学の発展と社会への貢献をめざします。

ヘルスケアベンチャー
大賞

本学会の発展に寄与された会員や、ア
ンチエイジング医学の研究・教育・診
療・社会貢献において顕著な業績をあ
げられた方を表彰します。功績をたた
え、さらなる活動の励みとなることをめ
ざします。

褒章制度

最新情報の共有、研究・診療の相談、イ
ベント案内など、会員同士がいつでも
つながれるオンラインコミュニティ。
知識や経験を持ち寄り、共に学び、成
長できる場を提供します。

会員コミュニティサイト
Action！

アンチエイジング医学の専門知識と臨
床実力を備えた医師および医療従事
者を認定します。質の高い医療の提供
と、社会から信頼される専門家の育成
に取り組んでいます。

専門医・指導士
認定制度

基礎から臨床までを体系的に解説した
認定テキスト。
専門医・指導士の学習に必携の一冊と
して、最新の知見をわかりやすく提供し
ます。

最新の研究・臨床・社会動向・学術
情報を発信する、学会誌

国内外の最新研究や臨床報告、総説、
特集などを掲載。
科学的根拠に基づく情報を提供し、研
究者・臨床家の知的好奇心と実践を支
えます。（年6刊発行）

学ぶが、医療を変える 学会の事業・活動

栄養・運動・睡眠・メンタルヘルスから、各臓器・疾患まで、日常診療やヘルスケ
アに活かせる知識を提供します。

アンチエイジング医学の実践

認定テキスト
アンチエイジング医学の
基礎と臨床（第4版）

革新的な挑戦を応援し、
未来の医療・ヘルスケアを創出

長年の功績や顕著な業績を称え、
アンチエイジング医学の発展に寄与

会員同士がつながり、交流が広がる
プラットフォーム

体系的な学びと実践を通じて、
高い専門性を証明

日本抗加齢医学会
専門医・指導士認定証

最新のエビデンスと実践を網羅した、
信頼のスタンダードテキスト

学会誌
アンチエイジング医学
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医師、歯科医師、薬剤師、看護師、
管理栄養士、研究者等の医療・
研究・産業、行政に携わる方

理事長挨拶 食べて、話して、歌って、笑って、健康長寿を楽しもう！
－人生100年時代のアンチエイジングサイエンス－

いつまでも健康で若々しく、自分らしく、生きがいを持って人生を楽しみたい
―それは、誰もが抱く願いではないでしょうか。
日本抗加齢医学会は、この願いを科学の力で支えるため、「老化を科学す
る」を基本理念に活動しています。
抗加齢医学は、単に寿命を延ばしたり、老化に抗ったりする医学ではありま
せん。医学、歯学、薬学、栄養学、運動科学、をはじめ、さまざまな分野の知
恵を結集し、加齢に伴う病気をできるだけ早くから予防するとともに、心と
身体の健康、いきがい、人々のきずな、社会とのつながりを守り、健やかに
過ごせる時間を延ばすための医学です。
近年、細胞老化や慢性炎症、免疫、腸内環境の研究に加え、AI・DX、再生医
療、さらには老化を巻き戻す「リバースエイジング」の研究も進んでいます。
本学会は、こうした新しい可能性を、確かな科学的根拠に基づいて医療と社
会へつなぎ、誰もが健康で、若々しく、美しく、活動的に、自分らしい人生を
楽しめる社会の実現を目指してまいります。

人生100年時代を迎え、抗加齢医学には、老化の仕組みを解明する研究
と、その成果を人々の健康へつなげる実践の両方が求められています。
本総会では、最先端のアンチエイジングサイエンスを学び、専門領城や職
種を越えて議論し、新たな進捗が生まれる場を目指します。
そして、食、笑い、音楽、人との交流など、大阪ならではの魅力も存分に楽
しんでいただきたいと考えています。
学びと楽しさに満ちた3日間を、ぜひ大阪でご一緒ください。

日本抗加齢医学会 

理事長　森下 竜一
大阪大学大学院医学系研究科
臨床遺伝子治療学寄附講座 教授

学会会員動向

ご入会について 老化を科学し、健康長寿を支える力を、ともに。

入会金 5,000円
年会費 10,000円

入会金 5,000円
年会費 5,000円

入会金 5,000円
年会費 40,000円

【会　期】 2027年6月11日（金）～13日（日）
【会　場】 グランキューブ大阪（大阪国際会議場）

第27回 日本抗加齢医学会総会
会長　阪井 丘芳
大阪大学大学院歯学研究科 成長発達歯学系部門 
顎口腔機能治療学講座 教授

一般演題募集期間/2026年12月1日（火）～2027年2月4日（木）まで

会長挨拶

ご入会について

会員数

9,446名
2026年3月現在

所属別（%）

年齢別（人） 性別（%）

分野別（%）
■大学・研究機関  34%

■勤務医  31%

■開業医  20%

■メディカルスタッフ   11%

■企業・研究者  2%

■学生  1%

■その他  1%

■男性  60.3%

■女性 39.65%

■その他・不明 0.05%

■内科  30%

■口腔・歯科  11%

■産婦人科  7%

■皮膚科 6%

■形成外科・美容外科  5%

■整形外科・リハビリテーション  5%

■眼科  4%

■外科  4%

20代
30代
40代
50代
60代
70代

80代以上

■泌尿器科 3%

■麻酔科  3%

■その他  5%

■メディカルスタッフ   11%

■大学・研究機関の研究者  3%

■企業研究者 1%

■学生  1%

正会員

〈対象〉
左記資格に関わる大学院・大学
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医師、歯科医師、薬剤師、看護師、
管理栄養士、研究者等の医療・
研究・産業、行政に携わる方

理事長挨拶 食べて、話して、歌って、笑って、健康長寿を楽しもう！
－人生100年時代のアンチエイジングサイエンス－

いつまでも健康で若々しく、自分らしく、生きがいを持って人生を楽しみたい
―それは、誰もが抱く願いではないでしょうか。
日本抗加齢医学会は、この願いを科学の力で支えるため、「老化を科学す
る」を基本理念に活動しています。
抗加齢医学は、単に寿命を延ばしたり、老化に抗ったりする医学ではありま
せん。医学、歯学、薬学、栄養学、運動科学、をはじめ、さまざまな分野の知
恵を結集し、加齢に伴う病気をできるだけ早くから予防するとともに、心と
身体の健康、いきがい、人々のきずな、社会とのつながりを守り、健やかに
過ごせる時間を延ばすための医学です。
近年、細胞老化や慢性炎症、免疫、腸内環境の研究に加え、AI・DX、再生医
療、さらには老化を巻き戻す「リバースエイジング」の研究も進んでいます。
本学会は、こうした新しい可能性を、確かな科学的根拠に基づいて医療と社
会へつなぎ、誰もが健康で、若々しく、美しく、活動的に、自分らしい人生を
楽しめる社会の実現を目指してまいります。

人生100年時代を迎え、抗加齢医学には、老化の仕組みを解明する研究
と、その成果を人々の健康へつなげる実践の両方が求められています。
本総会では、最先端のアンチエイジングサイエンスを学び、専門領城や職
種を越えて議論し、新たな進捗が生まれる場を目指します。
そして、食、笑い、音楽、人との交流など、大阪ならではの魅力も存分に楽
しんでいただきたいと考えています。
学びと楽しさに満ちた3日間を、ぜひ大阪でご一緒ください。

日本抗加齢医学会 

理事長　森下 竜一
大阪大学大学院医学系研究科
臨床遺伝子治療学寄附講座 教授
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年会費 40,000円

【会　期】 2027年6月11日（金）～13日（日）
【会　場】 グランキューブ大阪（大阪国際会議場）

第27回 日本抗加齢医学会総会
会長　阪井 丘芳
大阪大学大学院歯学研究科 成長発達歯学系部門 
顎口腔機能治療学講座 教授
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2026～2027
日本抗加齢医学会のご案内
Japanese Society of Anti-Aging Medicine

健康に生きる時間を、もっと長く
自分らしい未来をつくる科学

  それが、アンチエイジング医学。
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